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Ⅰ．はじめに
近年，PBL（Project Based Learning）型教育プロ
グラムをカリキュラムに取り入れる大学が増加して
いる。身近な地域社会の中から課題を発見し，解決
策を考え，チームで議論して計画的に遂行する。そ
の過程で直面する様々な困難に対し，専門分野を横
断して方法を模索し，不足する知識を補いながら実
行していく。このような実践的な学びの中でこそ，
社会人基礎力が養われるという考えのもと，PBL
型プログラムは高い教育効果が期待されている。
筆者らは，前号1）において，学生たちが授業を通
じ，クライアントの実課題と向き合って，学んだ知
識や技術をもとに総合的に解決していく PBL型教
育プログラムを実施し，学生のコンピテンシー育成
に有用であることを報告した。そこでは映像制作と
メディア活用といった教育課程の専門性を，地域の
課題解決にどのように役立てたらよいかという視点
から PBLを実践した。学生たちは，映像の活用可
能性を十分に感じたものの，やりたいことと出来る
こととのギャップを強く認識し，それぞれ自分に何
が不足しているのかを深く学んだ。これらのプロジ
ェクトを通じて得られた教育効果は大きい。しかし
一方では，当該科目の担当教員は，他の講義科目と
は比較にならないほどの時間と労力を要する結果と
なり，このような PBL手法で継続して教育効果を
上げていくには，教員負担に対する改善策が課題で
あることを述べた。
そこで，平成26年度の当該科目においては，テー
マの絞り込みや期間の短縮化，プロの知見の導入，
取組み内容を地域社会へアピールする等種々の改善
を図った。これらにより，プロジェクトにかかる教
員の指導範囲の集中化を行うことができ，実質的な
負担軽減の実現と，さらなる教育効果の向上を図る
ことができた。本論文は，この取組み内容をまとめ，
学生のコンピテンシー育成を図るための PBL型教
育のあり方を考察するものである。
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Ⅱ．大学における PBL型教育の課題
PBLは，1960年代に北米の医学教育で開発・実
施された課題解決型の学習形態である。臨床実習前
のシナリオに基づいた課題発見・解決型のグループ
学習は，常に新しい医学の知識と技術を効果的に教
育する上で実に有効であった。一方，現代社会に目
を向けると，その態様は複雑さを増し，企業は新し
い発想と技術を随時多岐に取り入れた戦略を立て，
様々な課題に対処していくことが求められている。
企業は短期間で効率的に社員を教育する上で，現場
で課題を発見し，これらをチームで実践的に解決し
ていく OJT（On the Job Training）を重視している。
この企業における OJTが，大学における PBLであ
ると言える。
大学における PBLは，知識を教授することより
も，個々の学生に適した方法論の習得と，その確立
を重視するものであり，学生は課題解決に向け意欲
的に取り組むことができるとされている。実際，少
人数のグループでは個々の役割が明確になり，学生
は主体的な意思決定を行うことで，より積極的にプ
ロジェクトへ関わることができる。しかし，この意
思決定が是か非かは，的確なアドバイスや正しい判
断に繋がる資料等が，適宜提示でき得るかどうかに
かかっており，その有無によってプロジェクトの進
捗は大きく左右されることになる。加えて，チーム
リーダーあるいはメンバーのリーダーシップの取り
方によっては，メンバーの個性が生かされず，プロ
ジェクト全体が崩壊することもある。すなわち，PBL
型教育プログラムは，指導する教員のファシリテー
トが重要であり，チームに所属する学生メンバーに
PBLをどう理解させるかも含め，教員には専門知
識以上にマネージメント能力が要求されると考えら
れる。
PBLを用いた教育の実践例として，駒谷2）は，PBL
型授業を主体的に捉えられる教育メソッドを開発実
施した。そして，情報システムの設計力や EQ（Emo-
tional Quotient）が向上し，PBL型授業の有効性を
確認している。大﨑ら3）は，ものづくり型 PBLの
中でチームワーク力を向上させるための学習支援方
法として CSCL（Computer Supported Collaborative
Learning）を採用し，ディスカッションの可視化を
行っている。他方，社会との連携の中で PBLを取
り入れている事例として，金田ら4）は，ICT教育の
一環として実社会連携 PBLを行い，実践の中でシ
ステムを開発した経験をもとに PBLの課題につい
て述べている。また，坪井ら5）は，PBLを取り入
れたゼミ活動を行うことによる効果について，特に
学生の能力の伸長について考察している。
このように，実践的な取組みの中から学んでいく
PBLが，様々な分野で教育プログラムに取り入れ
られ，一定の成果を上げている。しかし，わが国の
大学教育における PBLには以下の課題もある。
1）PBLは，プロジェクトを実施する上で欠け
ている知識や技術が何なのか，それらをどう解決に
導いていくのかといった諸々を，グループでディス
カッションして主体的に発見する過程を経ることを
重要としている。しかし，グループディスカッショ
ンに慣れていない人が，建設的な意見を一様に述
べ，課題解決の方向を正しく見極めていくことが果
たして可能なのか。
2）授業への参加意欲が乏しい学生がグループの
中にいる場合，積極的な意見を期待することが難し
いだけでなく，ディスカッション自体が成り立た
ず，PBLが進まないこともある。このような場合，
単に雑談で時間を消化してしまい，さらに学生のモ
チベーションを下げる結果となってしまうことも考
えられる。
これらは意見をあまり言わない日本人特有の課題
とも言える。しかし，そうであるからには，教員は
積極的に情報提供して，ディスカッションが上手く
成立するよう意見抽出をする努力が不可欠となる。
また，比較的積極的に意見を述べる学生メンバーに
対しても，その意見の根拠があいまいであったり，
不確かな情報をもとに述べているものであったりす
ると，それらを気づかせることも重要となる。この
ような教員のファシリテーションをどうするかにつ
いて，しっかりと認識し，教員が学生メンバーの主
体性に頼らないマネージメント技法を修得してい
る，あるいは学んでいくことが大切であると言える。
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Ⅲ．メディアプロジェクト演習の取組み
1．授業概要と目的
四国大学経営情報学部メディア情報学科における
授業科目「メディアプロジェクト演習」では，PBL
型教育プログラムを実施している。当該科目は，3
年次に開設するコース必修科目であり，映像メディ
アコースに所属する全ての学生に対して履修を義務
づけている。学生たちは，自らの意思でチームを結
成し，自分たちの力でプロジェクトを遂行する。そ
の過程では各自が役割を分担し，工夫しながらプロ
ジェクトを成功に導く。学生たちは，チームに貢献
しようとベストを尽くし，様々な課題をチーム一丸
となって乗り越えていく経験をする。そして，困難
に打ち勝つ力や創意工夫をする力を身につけ，自信
や達成感を得るといった生涯の糧ともなる学びを実
現する。これらが本授業の目的である。
平成26年度は前年度の反省を踏まえ，より効果的
な教育成果が得られるよう，以下の点を更新した。
1）テーマ設定とそのアプローチ法
2）モチベーションを高める環境設定
3）成果の見える化
まず1点目は，テーマ設定をひとつに絞ったこと
である。前回は，ビジョンを持って立ち上がったリー
ダー5名が，それぞれに推す5テーマを検討し，ど
の内容に賛同するかでメンバーがそのリーダーの元
に集まるチーム編成法をとった。このため，テーマ
が分散し，それぞれに指導する教員にとっては5倍
の授業を担当するに近い負荷を経験した。そこで，
今回は大テーマについては予め一つに決め，その中
で関連する小テーマを学生が決めるところから自主
性を尊重するアプローチを行った。さらに，チーム
ごとのメンバーの知的技術的意欲を掻き立てる，も
う一段深い階層のプロジェクトへ進化する機会を作
った。
次に2点目として，徳島県警察本部をクライアン
トとし，大テーマには交通安全 CMの制作を挙げ
た。これは，本 CMが約2ヶ月後の交通安全週間
期間中に CATV網によって徳島県内全域で放送さ
れる機会が与えられたため，制作期間が明確で，授
業時間内に成果の公表も経験し，評価も得られるた
めである。学生には，使命感を最初に抱かせるため
の工夫，そして如何に出来上がりが期待されている
かを印象づける講義，さらに新聞やテレビニュース
などによる地域社会への周知によって，地域からの
期待を感じられるようにした。
そして，3点目の成果の見える化というのは，作
品が仕上がったあと，県内での CATVでの作品の
放送もそのひとつであるが，地元民放放送局による
情報提供や番組出演，NHKへの出演など，各メデ
ィアへの学生自身の露出機会が複数あり，作品とと
もに取組み自体の評判も生で感じられる機会を作っ
た。
このように，授業内容以外の部分で新たな工夫を
凝らすことにより，飽きない展開の早さを特長とし
た。次節にそれらの内容を具体的に述べる。
2．進め方とテーマ選定
当該科目は，3年次後期において，2コマ連続の
授業を15回，すなわち通算30コマを開設する演習科
目4単位である。平成26年度の受講学生数は19名
で，前年度の3分の2の人数になったため，担当教
員を1名減員し，3名体制で臨んだ。授業構成は，
まず第1回目に代表教員が当該授業の主旨や進め
方，クライアントの説明と大テーマについて説明し
た。今期の大テーマは交通安全 CMであり，これ
に該当すれば，小テーマは受講学生が自由に決定し
てよいものとした。しかし，年末の交通安全週間に
放送されることを前提に考えるよう指示した。
クライアントである徳島県警察本部の交通企画課
からは，近年の交通安全における課題が
① 飲酒運転
② 高齢者と反射材
③ 自転車
の何れかであり，特に年末ということを考慮して，
この順に力を入れた CMが望ましいという要望が
あったことを伝えた。そして，学生たちには小テー
マを何にし，どのような構成とするかを考えるよう
に指示し，1コマ目を終えた。
引き続いての2コマ目は，テーマを考えついた学
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図1 クライアントによる発注コンセプトの詳解
生が，全員を前にして自分の考えを情熱的に述べる
プレゼンタイムから始めた。学生3名が挙手し，彼
らは小テーマが何で，何故そうしたか，どのような
構成にするのかなどを述べた。そして，自分の考え
に賛同し，一緒に実施してくれる仲間を募集した。
説明を聴いた学生は，どのテーマが自分にあってい
るか，またどの説明に心を惹かれたかによって，そ
れぞれがひとつの小テーマを選んだ。賛同者のいた
テーマの提案者は，その賛同者をメンバーにして
チームを結成し，そのリーダーとなる。リーダーは，
集まったメンバーとともに小テーマを掘り下げ，メ
ンバーひとり一人の役割分担を決める。ここまでの
小テーマ決定からチームの編成，リーダーの決定に
至るまでの一連の流れは，前回の方法を踏襲してい
る。
学生3名から小テーマが提案されたが，最も身近
なこととしてイメージし易いとの理由で，自転車に
関するものに集中した。一旦チームは編成された
が，構成メンバーの人数に偏りがあった。そこで今
回は小テーマが共通している利点を活かし，指導教
員のアドバイスで4チーム編成となった。結果的に
は2つが自転車，1つが自動車運転中の脇見，残り
1つが自動車の安全点検となった。学生たちは，チー
ムごとに何にポイントを置く CMとするのか，そ
の構成を練り，クライアントにプレゼンテーション
を行う企画案を作成した。
第2回目は，第1回目に決定したチームごとの企
画案を，クライアントである徳島県警察本部の交通
企画課担当者にプレゼンする。メンバーは，それぞ
れの役割に応じて遂行プランを詳細化し，正しい課
題を設定しているか，クライアントの意見を聞く。
このプレゼンは，その後のプロジェクト遂行の方向
を決定する打合せに該当し，十分にクライアントの
意向を理解し，汲み入れたものにしなければならな
い。それまでの授業で実習してきた制作課題は，学
生が自らの発想によって，自分の好きな作品を自由
に仕上げるものであった。しかし，本プロジェクト
ではクライアントの意向に沿うことを第一とし，期
日が決まっている中で，最大の利得が得られる実効
性を提供しなければならない。
当日はまず，徳島県の交通事故状況や交通安全対
策，県警担当者が抱く交通安全 CMのイメージと
発注コンセプトについて説明を聞き，その後学生た
ちは不明な点等を質問した。それから，チームごと
に自分たちが考える交通安全 CMのコンセプトや
流れを発表し，それらを実現する上での必要な物品
や場所などが借用可能かどうかを確認した。そし
て，県警担当者からコメントをもらうことで，企画
案が具体性のあるものに修正されていった。
第3回目の授業では，第2回目にクライアントの
意向を踏まえて修正された構成が，実際に放送でき
るものなのか，また視聴者に届くように，どのよう
にメッセージ性を高めるか，専門家に率直な意見を
もらう機会を持った。教室の中だけで終わる作品制
作については，その出来，不出来の判断は，教員の
指導の範疇にあるが，県内全域で放送されることを
前提とした番組を制作する上では放送上あらかじめ
注意すべき点が多々ある。そこで、それらは日々実
際に注意しながら制作・放送事業を行っている専門
家に求めることが合理的であると判断される。
今回は，徳島県の民放局で番組制作のディレク
ター兼プロデューサーを担当し，自らもカメラを持
って現場取材を行っている実績の高い専門家に特別
講師として来てもらった。この特別講師が学生の企
画案を聴いて問題点等を指摘すると，溜飲の下がる
思いで聴く学生もいれば，こだわりを主張する学生
もいて，プロと相対して議論する貴重な経験の中か
ら，内容に広がりと深みを生じさせられたように思
われる。さらに，この特別講師は自身が所属する放
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図2 制作プロによる特別講義
図3 制作プロと企画案を検討する様子
図4 チーム No．1による交通安全 CMの絵コンテ
送局制作の看板番組のディレクターであることか
ら，学生たちの制作活動を番組として追いかけ，そ
の制作過程を県内全域の視聴者に紹介してもらうこ
とが実現した。
4回目以降は，プロジェクトを具体的に遂行して
いく期間となる。3回目に指摘された企画案の課題
を克服する新案を検討し，実現に向けた具体的な段
取りをしていくのが4回目である。自転車走行時の
マナーや走行中の脇見等は，路上で撮影すると危険
を伴うことから，撮影場所に自動車教習所の教習
コースを借りることとした。また，現実味を出して
メッセージ性を高めるため，パトカーや制服姿の警
察官の登場も依頼した。自動車教習所の業務の都合
上，教習コースでの撮影は，朝8時から10時30分ま
でに限定する必要があったため，現場で考え込んで
しまって時間不足となることが懸念された。そこ
で，図4のように絵コンテを描き，チーム内の打合
せを十分に行っておくことを指示した。
一方，クライアントである県警本部は，放送が年
末となることから，飲酒の機会が増えることを考慮
して，飲酒運転の防止を訴える CMや，事故率の
上がっている高齢者に注意喚起する CMの制作を
希望していた。しかし，学生がこれらを選ばなかっ
たのは，プロジェクトの小テーマの選定を，学生の
主体性に任せた結果である。学生は，当初のモチ
ベーションがさまざまで，クライアントの希望を優
先し，困難な内容に積極的に取り組むだけの意欲が
なく，無難なテーマを選択し，仕上げることを優先
したためと考えられる。
そこで，モチベーションが高く，より行動力のあ
る学生有志を募り，授業時間外に集結して飲酒運転
防止と高齢者，そして反射材をテーマとした CM
を制作するサブプロジェクトを並行して実施するこ
ととした。サブプロジェクトは飲酒が2本，高齢者
が1本，反射材が1本，そして，さらにテーマソン
グを作ってその歌に合わせ，全員が出演する内容の
1本を加え，計5本となった。飲酒に関しては，飲
酒シーンを実際の居酒屋を借りて撮影したり，事故
時のシーンを県警運転免許センターの教習コースで
撮影したりした。また，高齢者の CMは，横断歩
道のある道路で最寄りの警察署に路上使用許可を申
請して撮影し，反射材は人通りがなく，車両走行も
ほとんど無い吉野川河川敷で撮影した。さらに，全
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表1 制作した交通安全 CMの概要一覧
員が出演する1本は，ご当地グルメ歌手にオリジナ
ルの交通安全ソングを作曲してもらい，これにあわ
せてキャンパス内で撮影した。
4つのプロジェクトチームによる自動車教習所で
の撮影は，1日では終了せず2日間を要したが，予
定した2日目は前日の雨が朝まで残り，止むまで待
機してから撮影を開始した。このため路面が濡れて
いて，1日目の撮影シーンとの整合性がとれず，こ
れが新たな課題となった。編集作業はチームごとに
メンバーが知恵を出し合って，何度も修正を加えて
完成させていった。
サブプロジェクトは，小テーマごとに別日程で撮
影したが，こちらは段取りよくできたため，撮影は
予定通り行なえた。しかし，県警免許センターを借
りての撮影日が快晴となり，昼間のシーンの撮影に
は適していた反面，夜にみせるシーンでは，NDフ
ィルターとアイリスで光量を落としてもコントラス
トが強過ぎて，影を消去するのが難しかった。
本プロジェクトを行ったメディアプロジェクト演
習は，後期の授業科目であり，10月の始めから4回
目までは企画や構成を練る準備期間となった。した
がって，実際に撮影を始められたのは10月31日であ
り，その次が11月6日であった。12月10日からの交
通安全週間に間に合わせる必要から，納期が11月末
日と決められていたため，映像編集作業にかけられ
る日数は3週間程度しかなかった。さらに，有志に
よるサブプロジェクトは，11月の第2週目以降にな
ってやっと開始でき，納期の1週間前にはまだ撮影
しているという状態であった。しかし，撮影日に
NHKと民放局が取材に訪れ，ニュースで大きく報
道され，翌日の新聞にも大きく掲載されたため，学
生のモチベーションは次第に高くなった。さら
に，11月中旬には民放のニュースの中で，比較的長
尺の放送枠をとってドキュメンタリー的に放送され
たため，学生の気運は最高潮に達していった。これ
らのことにより，有志が行うサブプロジェクトの方
にも拍車がかかり，クオリティーの高い5本の CM
が，実質1週間で仕上げられた。このようにして，
授業で取り組んだ各チームがそれぞれに作成した4
本と，有志によるサブプロジェクトで作成した5本
の計9本を，11月末に徳島県警察本部に納品した。
12月に入るとすぐ，マスコミ各社の記者や警察関係
者を選考委員とする選考会が，徳島県警本部2階会
議室にて開催され，CATV網を使って徳島県内全域
で流す2本の CMが，選考された。それらの2本
とは，飲酒運転の1本と反射材の1本で，いずれも
それぞれの有志が短期間で制作したサブプロジェク
トの作品であり，このことも民放局，NHKが，と
もに TVのニュース番組で放送し，2社の新聞社が
翌日同記事を掲載した。
さらに，プロジェクトを行った学生全員が，交通
安全週間にあわせて民放局の情報番組に出演するこ
ととなり，作成した交通安全 CMの制作の裏話や
感想などがインタビューされると，全員が興奮とと
もに達成感を抱き，大きい自信につなげることがで
きた。
3．実践内容と成果
本節では，各プロジェクトの内容を説明する。交
通安全 CMは前述の通り全9本であり，表1の通
りである。No．1から No．4までがメディアプロジェ
クト演習の授業で結成したチームの作品であり，
No．5が受講生全員の出演する作品，No．6から No．9
までが有志による作品である。
1）プロジェクトチーム NO．1による「自転車運転
マナーと油断」
自転車のながら運転による交通事故が多発してい
るため，そのながら運転を再現的に演じ，危険であ
ることを PRする企画を立案した。映像では自転車
に乗って，ながら運転をする若者の視線と，車が迫
ってくる危険を客観的に描写する映像を上手く切り
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図5 チーム No．1の作品の1シーン
図6 チーム NO．1による撮影の様子
図7 チーム NO．1による成果報告会の様子
図8 チーム NO．2の作品の1シーン
替え，より分かり易く，よりメッセージ性が高まる
ように制作している。図5に制作した CMの1シー
ンを，図6にその撮影の様子を示す。
さらに，学生たちは，課題を整理し，具体的にど
う工夫し，どのような点で苦労したか，どのように
課題を克服したのかをスライドに整理し，図7に示
すように納品後に成果報告を行った。
2）プロジェクトチーム No．2による「自転車の右
側通行」
第2チームは，自転車で右側通行をする人が左側
通行の自転車と衝突するシーンから，交通ルールを
守って運転することで事故を防止しようと呼びかけ
る CMである。衝突シーンが不自然にならないよ
うにカットを切り替え，想像力を働かせるようなア
ングル等で考えてもらう構成にしたが，間延びした
カットや音量，テロップなどの問題が生じ，工夫し
て改善する上で，カット割りの大切さや協力の必要
性を学んだ。図8に制作した CMの1シーンを，
図9に撮影の様子を示す。
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図9 チーム No．2による撮影の様子
図10 チーム No．2による成果報告会の様子
図11 チーム NO．3の作品の1シーン
図12 チーム No．3による撮影（上）と成果報告
（下）の様子
3）プロジェクトチーム No．3による「交通安全 CM
－基礎点検－」
第3チームは，自身が自動車を運転中に前方を走
行する車両の整備不良を見つけ，安全性に問題があ
ると感じた経験から，基本的な点検実施の PRをす
る内容の CMを制作した。始業点検のような構成
となり，年末の交通安全というクライアントの趣旨
からは逸脱したものとなったが，視点の異なる交通
安全の捉え方として意味がある。明るさや映り込み
などに工夫しながら，無難に完成させた。
図11に CMの1シーンを，図12に撮影の様子と
成果報告の様子を示す。
4）プロジェクトチーム No．4による「運転中の携
帯マナー」
第4チームは，自動車を運転中にスマホに着信が
あり，脇見をしたとき交通事故を引き起こしてしま
うというシーンを撮影し，そのことから脇見運転を
しないよう呼びかける CMである。ただし，脇見
運転を実際にしながら走行する様子を映像化して
も，実際は放送できないという指摘を受け，放送倫
理に適合する構成に再検討するなど，多くを学ん
だ。また，このチームのメンバーは，誤解を受ける
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図13 チーム NO．3の作品の1シーン
図14 チーム No．4による撮影（上）と成果報告
（下）の様子
表現方法の再検討や，携帯電話の着信時の絵柄の著
作権処理など，考慮すべきことの多さと深刻さを知
り，見識を広げる学習ができた。図13に CMの1
シーンを，また図14に撮影の様子と報告会の様子を
示す。
5）受講生全員による「交通ルールを守ろう」
30秒の CM時間枠に収まるオリジナル曲を徳島
ご当地グルメユニットである石焼いも子さんに作っ
てもらい，歌ってもらった。そして，このリズムに
あわせて全席シートベルト着用の様子，安全なス
ピードで走行する様子，歩行者を気持ちよく優先さ
せる様子を表し，フリップを手に持って確認表示す
る内容とした。
この CM映像では，5つの課題を解決しようと
するものである。まず，交通安全という全国共通の
テーマに対し，いかに「地域の特長を織り込む」か
という課題に対し，わずか30秒しかない時間枠に敢
えてタイトル画面を置き，そこに爽やかな風に揺ら
れるすすき越しに，徳島を代表する吉野川と吉野川
橋を映した。これにより，このオープニング映像を
見た瞬間に，徳島をイメージできるものとなった。
次に，「シートベルト着用」では，シートベルトを
留めるカットを単に運転席と助手席だけではなく，
敢えて後部座席も含めて4ヶ所全てを見せ，その冗
長さで全席着用というイメージを強調させた。3つ
目は「安全スピードでの走行」を促す映像であるが，
スピードを出すと危ないということを伝えたいが，
スピードの出ている映像は放送上問題があった。そ
こで，スピードメーターの針を映すだけでハイス
ピードをイメージさせた。「歩行者優先」は，一般
的にイメージし易い自動車対歩行者ではなく，自転
車が歩行者をひっかける事故が多発していることを
踏まえ，自転車が歩行者を優先させるシーンにし
た。そして，ラストカットにはメディアプロジェク
ト演習の受講学生全員が，「交通ルールを守ろう！」
というフリップを持って笑顔で手を振ることで，明
るく軽快なリズムと相乗し，楽しく見られるものと
なった。石焼いも子さんにもフリップを持って登場
してもらった。
交通安全 CMの制作による PBL型教育プログラムの実施と考察
― ６１ ―
図15 交通安全 CM「交通ルールを守ろう」シーン
ごとの動画のカット
6）飲酒運転撲滅のための CM制作
年末の交通安全週間に最も必要性の高まるのが，
飲酒運転を撲滅することのできるメッセージ性ある
CMの放送である。そこで，運転する場合は上司に
勧められても飲まない，飲酒したら運転しないこと
を徹底するにはどうしたらよいかを考えた。飲酒
シーンは酒類を提供するお店に協力を依頼し，学生
2名がサラリーマンの上司と部下を演じ，お酒を飲
むシーンを撮影する。「一杯くらいいけるやろ」と
運転する部下に上司が飲酒を勧めるストーリー，「一
杯くらいいけるやろ」と高を括って飲酒運転し，事
故を起こしてしまうストーリー，「もういけるやろ」
と，飲酒しても仮眠をとれば安心と思って運転し，
事故を起こしてしまうストーリー，そして勧められ
てもきっぱりと断るストーリーの15秒 CM4パター
ンを2パターンずつ繋いだ30秒 CMを2本作成し
た。
普段飲酒に慣れていない学生が，お酒の注ぎ方や
酔った雰囲気を違和感なく撮るため，衣装やメイク
に加え，仕草にも配慮した。とっくりにはいっぱい
の水を入れて，まるで熱く燗をしているように上の
方だけを持って注いだり，枝豆は取りちらかしなが
ら食べたりといったように，演技は県警本部交通企
画課の警察官が普段の自身の仕草をもとに指導して
くれた。また，お店の女性従業員が普段お客さんを
見ていてこうしているといったように指導してくれ
るなど，このようなやり取りの中でも学生の社会性
が養われたようである。
交通事故を起こしているシーンは，県警免許セン
ターの教習コースを借用して行った。とっくりから
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図16 交通安全 CM「一杯くらいいけるやろ」シー
ンごとの動画のカット
こぼれたお酒の雫が，事故を起こした悲しみの涙に
変わるように，寄りから引きにカメラワークで見せ
る技術を駆使した。しかし，通常の目薬を使っても
すぐ広がってしまい思ったような涙の粒にはなかな
かならなかった。そこで，高粘度目薬を使用して対
処した。
そして，演じたシーンのあと，交通安全年間スロー
ガンを，注意を喚起する黄色を用いて画面中央に表
示しながら読み上げた。このとき，この黄色のカ
ラーがより鮮明にイメージとして記憶に残るよう，
背景の彩度を下げた。
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図17 交通安全 CM「もういけるやろ」シーンごと
の動画のカット
7）反射材着用を推奨する CMの作成
夕方から夜にかけて，ジョギングやウォーキング
で健康維持や体力増強を図っている人は多い。この
場合，交通事故に合わないことが大切で，それには
遠くからでも発見し易い服装をし，電灯を持って出
かけるなど，自分で対策を講じることが重要であ
る。そのような対策のひとつに，反射材がある。こ
こでは女子学生がジョギングの出掛けに，母親が心
配して「反射材，つけていきよ！」と言い，「はー
い。行ってきます。」と応える何気ない親子の会話
で反射材をとる。そして，ひとり夜道を走る女子学
生のしっかりとつけた反射材が，明るく光っている
様子に，母の温かさが夜道の心細さを支えていると
イメージさせる情感豊かな作品に仕上げた。走って
いる女子学生をより浮き立たせる効果として，背景
に橋を渡る車の美しいライトがいっぱいの夜景か
ら，次第に明かりがなくなり，最後には周囲が真っ
暗になるというシーンの変化で，反射材だけが女子
学生を守っているという雰囲気を強調させた。そし
て，交通安全年間スローガンから「ここにいるよ」
という表現を用いることで，視聴者の心にジワッと
優しい気持ちを沸き立たせる効果を促した。
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図18 交通安全 CM「反射材，付けていきよ！」シー
ンごとの動画のカット
8）高齢者に交通安全を訴える CMの作成
横断歩道を渡るときの交通ルールを，高齢者に守
ってもらうにはどうすればよいか。分かっているこ
とを注意されたとしても，心に届くメッセージには
ならない。そこで，孫の存在を考えた。横断歩道を
渡るときの大事なことは，信号が青になってもきち
んと確認することと，信号を守ることである。確認
するときも，右左だけでなく，その後に再び右を確
認することが大事だということを知らない大人が多
い。これを，孫と一緒に声を出して楽しく確認する
様子を示すことにした。
次に，信号を気にせず渡ろうとして，孫に「危な
い」と怒られるショッキングなシーンを撮り，孫の
手本となるように心機一転信号を守ろうとする高齢
者に期待した構成とした。学生がお爺さんと小学生
に見えるよう，お爺さんの衣装は地味なものにし，
メイクは白と茶の水彩絵の具で顔にペイントした。
小学生は女子学生がセーラー服姿でランドセルを背
負い園児帽をかぶった。さらに，肌の艶が良すぎて
リアリティーを欠かないようにする工夫として，ゲ
インを上げて質感を強調し，その分 NDフィルター
とアイリスで光量を下げ，さらに彩度を落として時
代を感じる雰囲気作りをした。
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図19 交通安全 CM「じいちゃん，危ない！」シー
ンごとの動画のカット
図20 授業を通じて何を学んだかの学生アンケート
結果
4．学生の学びの成果と課題
学生の遂行能力は期待を遥かに超え，クライアン
トの評価は高かった。このことは，学生個々に達成
感を与えただけでなく，大きな自信に繋げられた。
本プロジェクトを実施した演習科目は，コースの必
修科目であり，多様な学生が受講していることか
ら，クオリティーを上げると一部の学生が脱落して
しまう。そこで，クライアントの期待に少しでも応
えるため，前回の PBLでは教員が授業時間外にも
同時進行で5班分の指導を随時行った。これが，大
きい反省点であったため，今回は全員の学生が加わ
ったチームによるプロジェクト作品と，有志が時間
外に集中的に行うサブプロジェクトの2段階とする
階層的な PBLを実施した。その成果は実に功を奏
し，県内全域に CATV網で流れる2作品は，サブ
プロジェクトの反射材装着 PRと飲酒運転撲滅 PR
が選考された。この2作品を作成した学生は，NHK
のスタジオに呼ばれ，TVに出演して作品を紹介す
る機会を得た。また，四国情報通信懇談会コンテン
ツ部会が主催する映像フェスタでは，やはりサブプ
ロジェクトで作成した高齢者に交通安全を訴える
CMが特別賞を受賞した。
一方で，地域の民放放送局は，プロジェクトで CM
制作を行った学生全員をスタジオに呼び，50分間の
情報番組に生出演させ，CMの紹介に加え，アナウ
ンサーの質問に答えるなど番組作りの一端を担う機
会を得た。さらに，徳島県警のホームページ6）と四
国コンテンツフェスタ2014のホームページ7）では全
作品が掲載され，いつでも誰でもが視聴することが
できている。
これらの波及効果は大きく，授業が終了した後で
も徐々に学生の中に達成感と充実感が沸き，3月か
らの就職活動にも良い影響を与えている。
学生が本 PBL型プログラムの授業を通じて何を
学んだかについて，アンケート調査した結果は図20
の通りである。
これによると，学生はそれぞれのプロジェクトを
遂行する中で，考える力が最もついたと答えてい
る。ぴったり30秒の CMということで，その短い
時間で十分にメッセージを伝えるには，どのような
構成でどのようなシーンをどのようなカットで表現
するか，これまでにない集中力で真剣に考えた表れ
である。そして，次いで協調性と編集スキルが多い
のは，チームのメンバーと意識を合わせて撮影し，
意見をすりあわせて編集することから，チームワー
クの大変さを学んだものと考えられる。それらに続
いて，企画力，撮影スキル，コミュニケーション力，
構成力，課題発見力を学んだと答えている。
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図21 「何が不足していたと感じたか」の学生アン
ケート結果
一方，学生はこれらプロジェクトを遂行する上
で，何が不足していると感じたか，というアンケー
トの回答結果が図21である。
図21によると，学生はリーダーシップと自主性が
最も不足していると感じたようである。チームには
何を小テーマで行うかを主張した者が当初リーダー
になり，メンバーがそれぞれの役割を担った。しか
し，実際に制作を始めると，構成を考え，シナリオ
を作り，絵コンテを書いてメンバー全員に分かるよ
うに説明し，機材を操作して撮影・録音・編集を行
い，放送できる形式に整えるといった様々な作業
を，ひとりのリーダーがすべてに的確な方向性を示
すことは難しい。種々の局面で，誰もがリーダーに
なってチームをまとめることが要求され，その時点
を経験する度にリーダーシップのとれない自分を知
り，臆してしまって自主性を欠く結果になったこと
を物語っている。その要因が，例えば，想定外の雨
だったり，自転車のパンクだったり，メンバーが風
邪で欠席するなど，先んじて想定し計画の中に対処
法を用意しておけばよいことも，突然その場で経験
するとうまく対応できない，あるいは突然のトラブ
ルがあっても撮影や編集のスキルがあれば，対応で
きたのではないかという回答である。コミュニケー
ション力や説得力の不足が次いで多いのも，チーム
で相談して良いものを作っていく合意形成に課題を
感じたと思われる。
学生は，事業を遂行するに足る技術力が不十分で
あることを認識し，それでも精一杯の努力をしたこ
とが伺える。また，チームワークに不慣れなため，
意思疎通が十分できずに苦しんだ様子も伺える。し
かし，全体を通じては，実践的な映像制作技術の修
得に結びついたと言え，何にも代え難いのは，繰返
し述べることになるが，全員がそれぞれの達成感を
抱き，やってよかったという感想を述べていること
だと思われる。
授業を受講した学生の感想の一部を以下に示す。
・テレビに流す映像を作るということは，著作権や
倫理性をこんなにも考えなくてはいけないという
ことを改めて知った。
・他の班が作った映像と比較することで，自分の班
に足りないものがあることに気づくことが出来，
おもしろく感じた。
・計画をしっかりと立てることの大切さを学べた。
・依頼された内容の物を作るのが難しかった。
・短い時間での作品作りは大変だった。
・個人情報，著作権への配慮を心がけていきたい。
・企画を考える段階で撮影・編集を想定しておくべ
きだった。
・自分の編集スキルが足りていないことを実感した。
・プレゼン能力やコミュニケーション能力が不足し
ていた。
・自分の向上したスキルと不足したスキルが分かっ
たと思う。
・きちんとした計画性が重要だということを知った。
・協調性も必要だということが分かった。
・皆と話し合いながら良い撮影が出来たと思うが，
詰めの作業が甘かったと思う。
・映像の勉強になったと思う。特に音声の利用や構
成力が勉強になった。
・積極的にできなかったが，主人公が自転車とぶつ
かるシーンのおどろく声をアドバイスした。
・チーム皆と作品を作ることをしたことがなかった
ので，皆と協力して作ることが出来て良かった。
・外部から映像を依頼されるのは初めてだったの
で，プレッシャーを感じた。
・いつもより映像の制作に力を入れた。
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・自分たちのこだわりより，クライアントの要望に
応えることの重要さを学んだ。
・自分には積極性が足りていないとよく分かった。
・自分が持っていたスキルがさらにレベルアップし
たと思った。
・他の人の意見を聞いて自分には無いアイデアを聞
くことができた。
・撮影のスキル的なものが身についた。
・クライアントがいての撮影の大変さを知った。
・本職の人との会話はとても参考になった。
・二人で CMを作るのは難しかった。
・体調を崩して時間もあまり無かった中でよく作れ
たと思う。
・二人でも映像作品を作ることが出来るということ
を証明できた。
・計画的に制作を行うことができた。
・天候による明暗の調整に少し手間取った。
・効率化重視で制作することが良い経験となった。
・改善点をチームで見つけ出し改善に取り組んだ。
また，今後どのように役立てたいかという設問に
は，次のような回答が得られた。
・テレビ CMまたは，映像を作る上でしてはいけ
ない表現や映してはいけないもの，観ている人が
違和感を感じるカットなどをこの授業で学んだの
で，映像を撮影する際に役立てたいと思った。
・学んだ専門スキルやほかの力を卒業研究や他の作
品づくりに生かしていきたい。
・今回の演習を通して，作業に対する計画が重要だ
と感じた。今後は，メンバーとよく話し合い，計
画通りに作業を行えるよう努力したい。
・映像の編集能力だけではなく，他者と作品を作る
上でのコミュニケーション力や自分の意見を相手
に上手く伝える力等映像の仕事だけに限らずあら
ゆることに役立つと思う。
・今後もこういった映像制作があれば習得したスキ
ルをさらに高めたい。
・周りと協力することの大切さを知ることが出来た
ので，社会に出たら役立てたい。
・マスコミ関係の仕事に就くかどうか分からない
が，技術は身に付けておきたい。
・映像制作以外でも視聴者の視点に立つことを重要
視していきたいと思う。
・今後は思ったことを積極的に言ってアドバイスし
ていこうと思った。
・みんなの意見をまとめることの大切さとプレゼン
テーション力を上げることが出来たので次に役立
てたい。
・就職活動で PRすることの一つとして役立てた
い。クライアントに作品制作を依頼された際に要
望を作品に反映する力を役立てたい。
・もっと発言していくことを心がけたい。
・これからの授業で編集技術を使い，良い作品を作
りたい。
・実際に映像制作の会社に入るとクライアントがい
ない仕事なんて殆どないと思うので，今回の経験
はそういったところで役に立つと思う。
・映像作品を作る上で必要な技術が身についた。映
像作品を作るのに役立てたい。
・また集団がチームで何かをする時の参考にしよう
と思った。プレゼンテーションの際に経験を話そ
うと思った。
・実際にクライアントのニーズに応え，納期までに
制作しなければならない時に役立てたい。完成し
たものを見直し改善点を見つけ，さらに良い作品
を仕上げることができるようになりたい。
Ⅳ．まとめ
今，社会では，課題を発見し，解決するための方
法を考え，そのための計画を立案し，主体的に実行
する力の必要性が，これまで以上に高まっている。
多くの大学が，PBL型プログラムをカリキュラム
に加え，実践的な学びを学生に提供している。この
現状は，現代社会において，このような力を持った
人材が不足していると捉えられる。この力は，立場
や環境によって言葉を変えて伝えられているが，要
するに社会を強くする力であり，その中で自らが活
躍していく力であると言えよう。
経済産業省が提唱する社会人基礎力8）は，仕事を
する上での基礎的な力としてこのことを述べている
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が，主体的に実行することは実際には容易なことで
はない。経験を積み，何度か立ち直れるだけの失敗
を行って，どう立ち直るかを訓練されてこそ備わっ
ていくのがストレスコントロールであり，これが
チーム内で柔軟に立振舞う能力に育っていくものと
考えられる。それは，社会の中で長く経験を積むこ
とにより培われていくものと思われるが，その準備
的な基礎力は，日常生活では得難くなっている。そ
して，社会の変化の激しさを乗り越えるには，この
基礎力を大学教育で身につけることが重要である。
コンピテンシーという捉え方で，成果を出し，プ
ロジェクトを成功に導く経験を行うメディアプロジ
ェクト演習は，課題を発見し，課題を解決する方法
を考える。そして，その解決策を遂行するための計
画を練り，チームで役割を決め，柔軟に主体的に実
行するものである。本授業では，複数のプロジェク
トが同時進行するための焦りや競争心，作品の検
証，納期に加え，作成した映像が放送されることで
寄せられる評価など，様々なストレスに耐え，克服
する経験を行った。このような，コンピテンシー修
得プログラムによって，社会人基礎力の育成が少し
は適ったのではないかと考える。
筆者らは，先に PBLを成功させるには，担当教
員が多くの時間を割いて準備し，経過中に発生する
幾多の問題に対峙しても，柔軟に的確なアドバイス
を学生にできる教育体制が必要である，と説いた。
このことは，単に時間を費やし，労力を割けばよい
というものではなく，いかに的確なアドバイスを柔
軟にできるかという点を強調したい。いわゆる主体
的なファシリテートを積極的に行うことが重要であ
る。平成26年度のメディアプロジェクト演習では，
前年度より1名少ない教員3名の体制で，4つのプ
ロジェクトと5つのサブプロジェクトを指導した。
そこではクライアントを限定し，全員がチームを編
成して取り組むプロジェクトに対して，放送できる
もの，視聴者に誤解を与えないものとはどのような
映像か，専門家に技術アドバイスを具体的に行って
もらった。そして，さらに高スキルな学生の知的技
術的好奇心を刺激するサブプロジェクトを並行して
実施し，その階層構造によって当初の予測を遥かに
上回る教育効果とハイクオリティーな成果を上げる
ことができた。今期の授業を受講した学生が，どの
ように活躍していくか，期待したい。
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抄 録
筆者らは，課題解決に映像コンテンツを用いる PBL（Project−Based Learning）をカリキュラムに
取り入れ，地域との連携の下で社会人基礎力をつける実践的大学教育を行っている。前回は，テー
マの異なる5つのプロジェクトを同時展開し，学生のコンピテンシー育成に大きな成果をあげた
が，学生のモチベーションをどう維持し，教員の指導上の負荷をどう軽減するかに課題が残った。
今回は，徳島県警察本部と連携した交通安全 CMの制作をテーマとし，プロジェクトの進め方を
工夫したところ，高いモチベーションと評価できる教育効果，教員の負担軽減を実現できた。本論
文は，その実施方法と成果を示し，PBL型教育プログラムの効果について考察している。
キーワード：実践的大学教育，PBL，映像コンテンツ，交通安全 CM，社会人基礎力
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